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１、学習の到達目標 

 

・化学の役割や物質の扱い方を理解させるとともに、物質に対する関心を高め、物質を探究する方法を身につけさせ

ます。また、物質の構成粒子を観察、実験などを通して探究し、基本的概念を理解できるようにします。 

・反応熱、酸と塩基の反応、酸化還元反応を観察、実験などを通して探究し、基本的概念や法則を理解させるととも

に、化学反応をエネルギーの出入りと関連付けて考察できるようにします。 

・「探究活動」においては、各項目の学習活動と関連させながら観察、実験をおこない、創意ある報告書の作成や発

表を行います。それらを通して、仮説の設定、実験の計画、実験による検証、実験データの分析・解釈など探究の

方法を修得できるようにします。 

 

 

２、学習の計画 
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 第１節 物質とその構成要素 

①物質の成分と分離（１） 

②物質の成分と分離（２） 

③化合物・単体と構成元素 

④成分元素の確認 

⑤原子のなりたち 

⑥同位体とその利用 

⑦原子の電子配置 

⑧元素の周期律と周期表 

 

 

 第２節 物質と化学結合 

①イオン 

②イオンからできる物質（１） 

③イオンからできる物質（２） 

④共有結合 

⑤分子の構造と極性 

⑥分子からできる物質（１） 

⑦分子からできる物質（２） 

⑧共有結晶 

⑨金属結合 

⑩金属の利用 

 

 

・物質に関心をもち，物質の取り扱

い方や人間生活における化学の

役割を理解しようとする。 

・物質の構造や性質に関する事象に

関心をもち，意欲的に物質を探求

しようとする。 

・（探求活動）学習課題に対して積

極的に観察・実験を行い，意欲的

に探求しようとする。 

 

 

・物質が原子・分子・イオンなどの

構成粒子から成り立っているこ

とを理解しようとする。 

・（探求活動）学習課題に対して積

極的に観察・実験を行い，意欲的

に探求しようとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 
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第１節 物質量と化学反応式 

①原子量 

②分子量・式量 

③物質量（１） 

④物質量（２） 

⑤溶解と濃度 

⑥溶解度 

⑦化学変化と化学反応式 

⑧化学反応式と量的関係（１） 

⑨化学反応式と量的関係（２） 

⑩化学反応式における諸法則 

 

第２節 酸・塩基とその反応 

 ①酸と塩基 

 ②酸・塩基の強弱と水素イオン濃度 

 ③水素イオン指数ｐＨ 

 ④中和と塩  

 ⑤中和の量的関係 

 ⑥中和滴定 

 ⑦中和滴定とｐＨの変化 

  

探究活動 

 

第３節 酸化還元反応 

 ①酸化と還元 

 ②酸化数と酸化還元反応 

 ③酸化剤・還元剤と金属のイオン化傾向 

 ④酸化還元反応の利用 

  探究活動 

 

 

 

 

・化学変化の量的関係を物質量と関

連付けて考察しようとする 

・身近な物質の化学反応から化学変

化と反応熱の関係に関心をもち，

それらを意欲的に探求しようと

する。 

・（探求活動）学習課題に対して 

 積極的に観察・実験を行い，意 

 欲的に探求しようとする。 

 

 

・酸，塩基や中和反応に関心をもち，

それらを日常生活に関連付けて，

意欲的に探求しようとする。 

・（探求活動）学習課題に対して 

 積極的に観察・実験を行い，意 

 欲的に探求しようとする。 

 

 

・燃焼，金属の溶解や腐食，電池内

の反応，電気分解などの反応に興

味をもち，電子の授受という観点

から，それらを意欲的に探求しよ

うとする。 
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期末考査 
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考査 

 

３、評価の観点・方法 

  ・評価の観点 

関心・意欲・態度 “学習状況の観察” “実験などのレポート”などで評価する。 

思考・判断 
“問題集やプリント問題の問いなどに対する回答の実績”“実験などのレポー

ト”“定期考査の実績”などで評価する 

観察・実験の技能、表現 “学習状況の観察”“実験などのレポート”で評価する。 

知識・理解 
“定期考査の実績”“問題集やプリント問題の問いなどに対する回答の実績”

などで評価する 

   

 ・評価の方法 

  ・各学期とも、定期考査の成績で８割、プリント・ノート・実験レポートなどの提出と日頃の授業への取り組み 

   方で２割の配分で評価します。 

  ・１，２学期の成績が悪かった生徒については、課題を課し学年末の評価で考慮します。 

  ・自主課題を奨励し、取り組んだ生徒については学年末の評価に加味します。 

  ・学年末の５段階評価は、各学期間の評価の平均を主に、年間の学習の深化を考慮に評価します。 

    ・自己評価，授業評価の際に記入したプリント 

      ※計画表にあるように，生徒諸君の理解度等を確かめるため，自己評価や生徒諸君らによる授業評価を実施 

                                                                                               


